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「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
に
お
け
る
諸
本
の
関
係 
 
―
―
和
文
体
刊
本
出
版
以
前
を
対
象
に
―
― 
藤
田 
紗
樹   
は
じ
め
に 
  
円
明
院
日
澄
（
一
四
四
〇
―
一
五
一
〇
）
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
（
以
下
、「
註
画
讃
」）
は
、
日
蓮
伝
に
お
け
る
最
初
の
絵
詞
伝
で
あ
る
。
日
澄
著
述
の
原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
、
京
都
本
圀
寺
所
蔵
の
「
註
画
讃
」
が
、
現
存
最
古
の
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
は
、
以
下
の
九
本
で
あ
る
。 
 
・
本
圀
寺
本
【
天
文
三
―
五
（
一
五
三
四
―
一
五
三
六
）
制
作
】 
・
長
遠
寺
本
【
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
制
作
】（
本
圀
寺
本
の
模
本
） 
・
妙
覚
寺
本
【
十
六
世
紀
末
頃
か
】（
本
圀
寺
本
の
絵
の
み
の
模
本
） 
・
実
成
寺
本
【
江
戸
時
代
】（
本
圀
寺
本
の
模
本
） 
・
鏡
忍
寺
本
【
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
以
前
か
】 
・
安
国
論
寺
本 
【
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
以
前
】 
・
妙
顕
寺
本
【
十
七
世
紀
前
半
】（
絵
は
焼
失
し
、
詞
書
の
み
現
存
） 
・
妙
蓮
寺
本
【
十
七
世
紀
以
降
】 
・
本
門
寺
本
【
江
戸
時
代
】（
兜
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
１
）
） 
  
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
研
究
に
お
い
て
、
現
存
最
古
で
あ
り
制
作
事
情
も
判
明
す
る
本
圀
寺
本
以
外
の
本
格
的
な
研
究
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
諸
本
の
関
係
性
に
着
目
し
た
研
究
も
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
ま
た
「
註
画
讃
」
は
、
絵
巻
物
だ
け
で
な
く
刊
本
の
形
式
で
も
出
版
さ
れ
て
い
る
。
刊
本
「
註
画
讃
」
に
は
、
絵
を
伴
わ
な
い
漢
文
体
の
も
の
と
、
挿
絵
を
伴
っ
た
和
文
体
の
も
の
と
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
近
世
を
通
し
て
版
を
重
ね
て
お
り
、
広
く
読
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
和
文
体
刊
本
の
挿
絵
に
つ
い
て
は
、「
絵
巻
物
的
」
で
あ
る
と
い
う
指
摘
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
２
）
、
美
術
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
（
３
）
、
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
と
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
の
図
像
の
詳
細
な
比
較
検
討
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。 
 
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
意
識
の
も
と
、
和
文
体
刊
本
が
出
版
さ
れ
る
以
前
の
「
註
画
讃
」
諸
本
（
４
）
、
す
な
わ
ち
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
の
図
像
を
比
較
検
討
し
、
そ
れ
ら
諸
本
の
相
互
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
そ
の
上
で
、
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
が
、
和
文
体
刊
本
の
挿
絵
の
成
立
に
如
何
に
影
響
し
て
い
る
の
か
、
分
析
を
試
み
る
。 
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一 
鏡
忍
寺
本
の
成
立
に
つ
い
て 
  
本
圀
寺
本
「
註
画
讃
」
は
五
巻
三
十
二
段
構
成
で
あ
る
。
各
巻
の
奥
書
や
箱
書
か
ら
制
作
事
情
が
知
ら
れ
、
窪
田
統
泰
と
い
う
絵
師
が
描
き
（
５
）
、
安
立
院
日
政
が
勧
進
を
行
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
鏡
忍
寺
本
「
註
画
讃
」
は
、
五
巻
三
十
二
段
構
成
で
あ
る
。
箱
書
き
に
は
、
絵
を
左
京
兆
、
詞
書
を
肥
後
妙
本
寺
の
開
祖
が
担
当
し
、
宝
永
元
年
（
一
七
〇
四
）
に
折
本
に
改
め
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。
各
巻
の
冒
頭
に
「
小
松
原
日
然
」
の
署
名
が
あ
り
、
鏡
忍
寺
十
二
世
日
然
（
？
―
一
六
一
三
）
が
制
作
に
関
与
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。 
 
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
と
も
に
五
巻
三
十
二
段
構
成
で
あ
る
が
、
段
構
成
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
お
り
【
表
１
】、
ま
た
、
詞
書
の
本
文
に
も
か
な
り
の
相
違
が
あ
る
（
６
）
。
そ
の
た
め
、
詞
書
に
お
い
て
は
、
両
本
は
異
系
統
で
あ
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
絵
に
つ
い
て
は
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
中
尾
堯
氏
は
、「
鏡
忍
寺
の
日
然
に
依
頼
さ
れ
た
絵
師
左
京
兆
は
、
制
作
に
あ
た
っ
て
ま
ず
本
圀
寺
本
を
熟
覧
の
上
で
絵
筆
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
具
体
的
な
根
拠
は
示
し
て
い
な
い
（
７
）
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
の
図
像
比
較
を
行
い
、
鏡
忍
寺
本
が
本
圀
寺
本
の
影
響
下
に
成
立
し
て
い
る
の
か
検
討
を
行
う
（
８
）
。
し
か
し
、
紙
数
の
都
合
上
、
す
べ
て
の
場
面
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
一
部
の
場
面
を
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
で
は
段
構
成
が
異
な
る
た
め
、
対
応
す
る
場
面
の
詞
書
冒
頭
に
付
さ
れ
た
標
題
に
よ
っ
て
、
比
較
す
る
場
面
を
示
す
こ
と
と
す
る
。 
ま
ず
、
日
蓮
誕
生
の
場
面
で
あ
る
本
圀
寺
本
「
第
一 
誕
生
」
と
鏡
忍
寺
本
「
第
一 
誕
生
」
か
ら
み
て
い
こ
う
。
本
圀
寺
本
は
、
以
下
の
四
つ
の
場
面
か
ら
成
る
。 
①
日
蓮
の
母
、
毎
朝
、
日
輪
に
念
誦
す
る
。 
②
日
蓮
の
母
、
日
光
が
胸
を
照
ら
す
夢
を
み
て
、
懐
妊
す
る
。 
③
二
月
十
六
日
、
日
蓮
、
誕
生
す
る
。 
④
日
蓮
の
誕
生
と
同
時
に
泉
が
湧
き
、
日
蓮
の
産
湯
と
し
て
用
い
る
。 
こ
れ
に
対
し
、
鏡
忍
寺
本
は
、
①
の
場
面
は
描
か
れ
な
い
も
の
の
、
②
か
ら
④
に
か
け
て
の
場
面
展
開
は
本
圀
寺
本
と
共
通
す
る
。
ま
た
、
本
圀
寺
本
「
第
十
五 
行
敏
訴
状
」
と
鏡
忍
寺
本
「
第
十
五 
行
敏
状
」
は
、
僧
行
敏
が
日
蓮
と
交
わ
し
た
書
状
を
添
え
て
、
幕
府
に
日
蓮
の
行
い
を
上
訴
し
た
と
い
う
内
容
で
あ
る
が
、
こ
の
場
面
の
展
開
は
両
本
と
も
に 
①
忍
性
の
弟
子
、
信
濃
判
官
入
道
へ
副
状
を
届
け
る
。 
②
忍
性
、
執
権
に
近
習
し
て
い
る
尼
公
や
女
房
な
ど
に
日
蓮
の
こ
と
を
讒
言
す
る
。 
③
日
蓮
、
奉
行
所
で
平
頼
綱
と
対
面
す
る
。 
と
い
う
三
場
面
か
ら
成
り
、
場
面
展
開
が
一
致
す
る
。 
次
に
、
本
圀
寺
本
「
第
二
十
三 
印
性
談
義
幷
尼
問
」【
図
１
】
と
、
鏡
忍
寺
本
「
第
二
十
二 
印
性
房
」【
図
２
】
お
よ
び
「
第
二
十
三 
尼
問
」【
図
３
】
の
比
較
を
行
う
。
日
蓮
の
弟
子
伯
耆
公
と
佐
渡
公
が
印
性
房
と
い
う
人
物
と
問
答
の
末
、
印
性
房
を
論
破
し
、
そ
の
妻
で
あ
る
尼
が
日
蓮
の
も
と
へ
復
讐
を
試
み
に
問
答
に
や
っ
て
く
る
と
い
う
場
面
を
、
本
圀
寺
本
は
一
つ
の
段
に
ま
と
め
、鏡
忍
寺
本
で
は
、二
つ
の
段
に
分
け
て
描
い
て
い
る
。
ま
ず
、印
性
房
と
日
蓮
の
弟
子
が
問
答
し
て
い
る
場
面
か
ら
み
て
い
こ
う
。鏡
忍
寺
本
は
、
本
圀
寺
本
に
比
べ
人
物
の
数
が
少
な
い
が
、
建
物
を
俯
瞰
す
る
角
度
、
印
性
房
と
日
蓮
の
弟
子
の
配
置
、印
性
房
の
背
後
に
橙
と
藍
色
で
塗
ら
れ
た
経
机
が
描
か
れ
て
い
る
点
な
ど
、
多
く
の
共
通
項
が
見
出
せ
る
。
次
に
、
尼
と
日
蓮
が
問
答
す
る
場
面
で
は
、
日
蓮
と
二
人
の
弟
子
、
そ
し
て
尼
の
配
置
、
日
蓮
の
庵
に
樹
木
が
差
し
か
か
っ
て
い
る
点
な
ど
が
、
両
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本
に
お
い
て
共
通
し
て
い
る
。 
 
ま
た
両
本
を
比
較
す
る
と
、
鏡
忍
寺
本
は
本
圀
寺
本
の
絵
を
簡
略
化
し
た
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
鏡
忍
寺
本
「
第
二
十
二 
印
性
房
」、「
第
二
十
三 
尼
問
」
に
描
か
れ
る
人
物
の
数
は
、
本
圀
寺
本
「
第
二
十
三 
印
性
談
義
幷
尼
問
」
よ
り
も
少
な
い
。
ま
た
、
尼
と
日
連
の
問
答
の
場
面
に
お
い
て
は
、
本
圀
寺
本
で
は
小
庵
の
近
く
に
小
川
が
描
か
れ
る
が
、
鏡
忍
寺
本
で
は
省
略
さ
れ
、
背
景
に
広
が
る
田
あ
る
い
は
野
原
と
思
わ
れ
る
風
景
も
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、鏡
忍
寺
本
独
自
の
表
現
も
あ
る
。
本
圀
寺
本
「
第
二
十
八 
蒙
古
責
来
」
と
鏡
忍
寺
本
「
第
二
十
八 
蒙
古
来
」
を
比
較
す
る
と
、
鏡
忍
寺
本
に
は
戦
闘
か
ら
逃
げ
る
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
女
性
た
ち
の
構
図
は
、
狩
野
元
信
工
房
で
制
作
さ
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
所
蔵
「
酒
呑
童
子
絵
巻
」
下
巻
第
四
段
に
描
か
れ
た
酒
呑
童
子
か
ら
逃
げ
る
女
性
た
ち
の
構
図
と
一
致
し
、
同
一
の
粉
本
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
鏡
忍
寺
本
の
絵
師
左
京
兆
が
如
何
な
る
人
物
で
あ
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
狩
野
派
で
あ
る
と
い
う
伝
承
が
残
っ
て
お
り
（
９
）
、
前
述
の
構
図
の
一
致
は
、
こ
の
伝
承
を
裏
付
け
る
一
つ
の
証
左
と
な
ろ
う
。 
以
上
、
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
の
比
較
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
鏡
忍
寺
本
は
、
本
圀
寺
本
と
段
構
成
は
異
な
る
も
の
の
、
場
面
展
開
や
画
面
構
成
に
お
い
て
は
共
通
し
て
い
る
部
分
が
看
取
さ
れ
た
。
鏡
忍
寺
本
の
図
像
は
、
本
圀
寺
本
を
参
照
し
つ
つ
独
自
の
表
現
を
加
え
、
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。 
   
二 
安
国
論
寺
本
の
成
立
に
つ
い
て 
 
 
安
国
論
寺
本
「
註
画
讃
」
は
、
一
巻
四
段
構
成
で
「
安
国
論
」、「
夜
討
」、「
伊
東
」、「
龍
口
」
の
場
面
か
ら
成
る
。
箱
書
に
「
友
師
註
書
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
妙
本
本
門
両
山
十
五
世
中
正
院
日
友
が
詞
書
筆
者
で
あ
り
、
日
友
の
遷
化
が
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
成
立
は
そ
れ
以
前
で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
第
一
段
「
安
国
論
」
の
詞
書
冒
頭
が
、「
同
年
、
為
諌
国
主
、」
と
は
じ
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
を
参
照
し
、
そ
の
詞
書
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
０
）
。
さ
ら
に
、
奥
書
に
「
奉
註
画
高
祖
聖
人
御
縁
起
抜
萃
一
巻
」
と
あ
る
こ
と
も
、
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
を
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
安
国
論
寺
本
成
立
時
に
、
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
す
な
わ
ち
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
が
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
の
か
を
検
討
し
た
い
。 
 
ま
ず
、
安
国
論
寺
本
第
一
段
「
安
国
論
」【
図
４
】
と
内
容
が
対
応
す
る
本
圀
寺
本
「
第
五 
進
安
国
論
」【
図
５
】、
鏡
忍
寺
本
「
第
五 
安
国
論
」【
図
６
】
の
比
較
を
行
う
。
安
国
論
寺
本
は
、
以
下
の
四
つ
の
場
面
か
ら
成
る
。 
 
 
①
日
蓮
、
松
葉
谷
に
庵
を
結
ぶ
。 
 
 
②
日
蓮
、
岩
本
実
相
寺
の
一
切
経
蔵
に
入
る
。 
 
 
③
日
蓮
、
宿
屋
入
道
に
『
立
正
安
国
論
』
を
託
す
。 
 
 
④
宿
屋
入
道
、『
立
正
安
国
論
』
を
北
条
時
頼
に
提
出
す
る
。 
本
圀
寺
本
は
、
①
と
②
の
間
に
、『
立
正
安
国
論
』
撰
述
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
正
嘉
年
間
以
来
の
洪
水
、
暴
風
雨
、
大
地
震
、
大
飢
饉
の
様
子
を
描
く
。
ま
た
、
②
と
③
の
間
に
、
『
立
正
安
国
論
』
を
記
し
て
い
る
場
面
を
描
く
。
一
方
、
鏡
忍
寺
本
は
、
本
圀
寺
本
同
様
『
立
正
安
国
論
』
を
記
す
場
面
を
描
く
が
、
本
圀
寺
本
、
安
国
論
寺
本
両
本
に
あ
る
①
の
場
面
を
描
い
て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
本
圀
寺
本
が
自
然
災
害
の
様
子
を
詳
細
に
描
い
て
い
－95－ 
 
る
の
に
対
し
、
鏡
忍
寺
本
は
、
強
風
の
中
、
人
馬
が
倒
れ
て
い
る
様
子
を
描
き
、
自
然
災
害
の
様
子
を
一
場
面
で
表
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
三
本
す
べ
て
場
面
展
開
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
安
国
論
寺
本
の
図
像
は
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
を
そ
の
ま
ま
参
照
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
参
照
し
た
上
で
再
構
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。 
 
次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
面
ご
と
の
比
較
を
行
う
。
ま
ず
、
三
本
す
べ
て
に
描
か
れ
て
い
る
②
の
場
面
を
見
て
い
こ
う
。
比
較
す
る
と
、
本
圀
寺
本
と
安
国
論
寺
本
の
経
蔵
の
形
状
が
近
似
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。本
圀
寺
本
は
、階
段
付
の
基
壇
の
上
に
書
架
が
あ
り
、
そ
の
上
に
屋
根
が
か
か
っ
て
い
る
。
屋
根
を
支
え
る
四
本
の
柱
は
基
壇
の
外
側
に
あ
る
。
安
国
論
寺
本
は
、
基
壇
に
高
欄
が
あ
る
点
や
基
壇
の
下
が
一
本
の
柱
で
支
え
ら
れ
て
い
る
点
な
ど
相
違
も
あ
る
が
、
経
蔵
の
形
式
は
本
圀
寺
本
と
近
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
蓮
が
立
ち
姿
で
経
典
を
手
に
と
っ
て
い
る
点
も
共
通
し
て
お
り
、
本
圀
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
鏡
忍
寺
本
の
経
蔵
は
、
霞
に
よ
っ
て
そ
の
全
貌
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
他
本
と
異
な
り
、
書
架
は
白
壁
丹
塗
り
の
堂
内
に
あ
る
。
ま
た
、
日
蓮
も
座
っ
た
姿
で
経
を
手
に
し
て
お
り
、
一
見
、
安
国
論
寺
本
と
は
遠
い
表
現
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
鏡
忍
寺
本
の
書
架
は
中
心
に
一
本
の
柱
が
通
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
、
こ
の
部
分
は
安
国
論
寺
本
の
書
架
の
基
壇
に
見
ら
れ
る
一
本
の
柱
を
想
起
さ
せ
る
。
鏡
忍
寺
本
は
書
架
の
構
造
か
ら
、
お
そ
ら
く
輪
蔵
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
安
国
論
寺
本
の
絵
師
が
鏡
忍
寺
本
を
参
照
し
た
際
に
、
書
架
の
構
造
を
理
解
し
な
い
ま
ま
柱
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 
 
さ
ら
に
、
③
か
ら
④
の
場
面
を
見
て
い
こ
う
。
こ
れ
ら
の
場
面
に
も
、
経
蔵
と
同
様
に
本
圀
寺
本
と
近
似
す
る
表
現
が
見
ら
れ
る
。
③
の
場
面
を
本
圀
寺
本
と
比
較
す
る
と
、
日
蓮
と
宿
屋
入
道
の
配
置
、
ま
た
、『
立
正
安
国
論
』
を
差
し
出
す
日
蓮
の
ポ
ー
ズ
は
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
④
の
場
面
も
、
宿
屋
入
道
が
直
接
北
条
時
頼
に
『
立
正
安
国
論
』
を
提
出
し
て
い
る
点
は
、
安
国
論
寺
本
と
本
圀
寺
本
で
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
鏡
忍
寺
本
で
は
、
宿
屋
入
道
と
時
頼
の
間
を
仲
介
す
る
武
士
が
描
か
れ
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
安
国
論
寺
本
は
本
圀
寺
本
と
共
通
す
る
点
が
多
く
見
出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
も
大
き
く
異
な
る
の
は
、
③
と
④
の
場
面
が
本
圀
寺
本
で
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
家
屋
で
展
開
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
安
国
論
寺
本
は
別
の
棟
で
展
開
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
相
違
は
、
お
そ
ら
く
鏡
忍
寺
本
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
鏡
忍
寺
本
で
は
、
③
と
④
の
場
面
が
霞
に
よ
っ
て
完
全
に
分
節
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
、
③
と
④
の
場
面
が
同
じ
家
屋
で
あ
る
の
か
、
別
棟
で
あ
る
の
か
判
断
し
難
い
。
安
国
論
寺
本
の
絵
師
は
、
鏡
忍
寺
本
の
場
面
は
、
別
棟
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
安
国
論
寺
本
に
そ
の
表
現
を
取
り
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
圀
寺
本
で
は
家
屋
の
縁
が
榑
縁
で
あ
る
の
に
対
し
、
安
国
論
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
は
切
目
縁
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
も
、
安
国
論
寺
本
が
本
圀
寺
本
の
み
な
ら
ず
、
鏡
忍
寺
本
も
参
照
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 
 
安
国
論
寺
本
第
三
段
「
伊
東
」
の
図
像
に
お
い
て
も
、
第
一
段
「
安
国
論
」
と
同
様
に
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
両
本
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
安
国
論
寺
本
は
以
下
の
四
場
面
か
ら
成
る
。 
 
 
①
日
蓮
の
弟
子
日
朗
、
由
井
ヶ
浜
か
ら
伊
豆
へ
配
流
さ
れ
る
日
蓮
を
見
送
る
。 
 
 
②
日
蓮
、
配
流
先
で
船
守
弥
三
郎
夫
婦
の
外
護
を
受
け
る
。 
 
 
③
日
蓮
、
領
主
伊
東
朝
高
の
預
か
り
と
な
り
、
朝
高
の
屋
敷
の
近
く
に
庵
を
結
ぶ
。 
 
 
④
伊
東
の
漁
師
た
ち
の
網
に
、
立
像
の
釈
迦
仏
が
か
か
る
。 
こ
の
場
面
展
開
は
、
鏡
忍
寺
本
「
第
七 
伊
東
」
と
一
致
す
る
。
本
圀
寺
本
「
第
七 
伊
－96－ 
 
東
庄
流
罪
」
で
は
、
①
か
ら
③
ま
で
の
場
面
が
描
か
れ
、
④
の
場
面
は
「
第
八 
立
像
釈
迦
感
得
」
の
冒
頭
に
描
か
れ
て
お
り
、
他
本
と
異
な
る
。
し
か
し
、
①
の
場
面
の
描
き
方
に
着
目
す
る
と
、
日
蓮
が
船
に
乗
る
前
か
後
か
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
、
安
国
論
寺
本
と
本
圀
寺
本
で
は
日
朗
が
横
向
き
で
描
か
れ
て
い
る
点
が
共
通
す
る
。
鏡
忍
寺
本
で
は
、
日
朗
は
流
さ
れ
る
日
蓮
を
振
り
返
る
よ
う
に
描
か
れ
る
。
ま
た
、
安
国
論
寺
本
と
本
圀
寺
本
で
は
、
鏡
忍
寺
本
に
は
描
か
れ
な
い
由
比
ヶ
浜
の
鳥
居
を
描
い
て
い
る
点
も
共
通
し
て
い
る
。 
 
ま
た
詞
書
に
お
い
て
も
安
国
論
寺
本
は
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
の
両
本
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
、
安
国
論
寺
本
第
二
段
「
夜
討
」、
本
圀
寺
本
「
第
六 
松
葉
谷
夜
討
」、
鏡
忍
寺
本
「
第
六 
夜
討
」
の
詞
書
を
見
て
み
よ
う
。
な
お
、
括
弧
内
は
筆
者
註
で
あ
る
。 
 
安
国
論
寺
本
第
二
段
「
夜
討
」 
其
後
経
数
日
、
諸
宗
数
百
人
寄
来
草
庵
、
欲
為
夜
討
、
元
祖
破
多
勢
中
、
遁
其
夜
害
、
始
弟
子
能
登
公
并
進
士
太
郎
、
被
疵
者
多
、（
２
）
建
長
五
年
已
後
、
康
元
比
、
頻
諌
天
下
、（
３
）
故
此
難
来
、
元
祖
曰
、
去
康
元
、
念
仏
者
等
聞
此
由
、
語
上
下
諸
人
、
欲
討
殺
矣
、 
 
本
圀
寺
本
「
第
六 
松
葉
谷
夜
討
」 
記
安
国
論
、
入
于
時
頼
之
見
参
、
即
可
有
其
沙
汰
処
、
依
念
仏
者
等
之
諸
宗
讒
訴
、
被
閣
之
訖
、 
其
後
経
数
日
、
諸
宗
数
百
人
寄
来
草
庵
、
欲
為
夜
討
、
元
祖
破
多
勢
中
、
遁
其
夜
害
、
始
弟
子
能
登
公
并
進
士
太
郎
、
被
疵
者
多
、（
２
）
建
長
五
年
已
後
、
康
元
比
、
頻
諌
天
下
、（
３
）
故
此
難
来
、
元
祖
曰
、
去
康
元
、
念
仏
者
等
聞
此
由
、
語
上
下
諸
人
、
欲
討
殺
矣
、 
 
鏡
忍
寺
本
「
第
六 
夜
討
」 
其
後
経
数
日
、
諸
宗
数
百
人
寄
来
草
庵
、
欲
為
夜
討
、
元
祖
破
多
勢
中
、
遁
其
夜
害
、
始
於
弟
子
能
登
公
并
（
１
）
檀
那
進
士
太
郎
、
被
疵
者
多
、（
２
）
建
長
五
年
已
来
、
康
元
比
、
頻
諌
天
下
、（
３
）
故
此
難
也
、
元
祖
曰
、
去
康
元
、
念
仏
者
等
聞
此
由
、
語
上
下
諸
人
、
欲
討
殺
矣
、 
 
安
国
論
寺
本
の
詞
書
は
、
冒
頭
が
「
其
後
経
数
日
」
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
点
が
鏡
忍
寺
本
と
一
致
す
る
。
本
圀
寺
本
は
、「
其
後
経
数
日
」
の
前
に
、「
記
安
国
論
、
入
于
時
頼
之
見
参
、
即
可
有
其
沙
汰
処
、
依
念
仏
者
等
之
諸
宗
讒
訴
、
被
閣
之
訖
」
と
い
う
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
の
部
分
で
は
、
安
国
論
寺
本
は
本
圀
寺
本
と
一
致
す
る
。
鏡
忍
寺
本
で
は
、（
１
）「
檀
那
進
士
太
郎
」
と
な
っ
て
い
る
が
、「
檀
那
」
と
い
う
語
は
本
圀
寺
本
、
安
国
論
寺
本
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
安
国
論
寺
本
（
２
）「
建
長
五
年
已
後
」
と
い
う
部
分
は
本
圀
寺
本
と
は
一
致
す
る
が
、
鏡
忍
寺
本
で
は
「
已
前
」
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
安
国
論
寺
本
（
３
）「
故
此
難
来
」
は
本
圀
寺
本
と
は
一
致
す
る
が
、
鏡
忍
寺
本
で
は
「
故
此
難
也
」
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
詞
書
全
体
の
構
成
は
鏡
忍
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
が
、本
文
は
本
圀
寺
本
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。安
国
論
寺
本
の
詞
書
と
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
の
詞
書
を
比
較
し
た
表
を
作
成
し
た
【
表
２
】。
こ
の
比
較
の
結
果
か
ら
も
、
安
国
論
寺
本
が
両
本
を
参
照
し
て
詞
書
を
作
成
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
（
１
１
）
。
安
国
－97－ 
 
論
寺
本
は
、
図
像
の
み
で
な
く
、
詞
書
に
お
い
て
も
両
本
を
参
照
し
成
立
し
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。 
 
で
は
、
安
国
論
寺
本
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
基
準
で
両
本
か
ら
引
用
す
る
箇
所
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
十
分
に
論
じ
る
だ
け
の
準
備
は
で
き
て
い
な
い
が
、「
鎌
倉
」
と
い
う
土
地
を
強
調
す
る
表
現
を
選
択
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
安
国
論
寺
本
が
日
蓮
の
鎌
倉
で
の
事
績
を
ま
と
め
た
「
註
画
讃
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
み
な
ら
ず
（
１
２
）
、
図
像
表
現
の
選
択
か
ら
も
言
え
る
。
例
え
ば
、
安
国
論
寺
本
第
一
段
「
安
国
論
」
で
は
、
本
圀
寺
本
に
は
描
か
れ
る
が
、
鏡
忍
寺
本
に
は
描
か
れ
な
い
、
日
蓮
が
「
鎌
倉
」
の
松
葉
谷
に
庵
を
結
ぶ
場
面
を
描
く
。
こ
の
庵
で
は
、
後
に
『
立
正
安
国
論
』
が
執
筆
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
（
１
３
）
。
さ
ら
に
、
第
二
段
「
伊
東
」
の
日
蓮
と
日
朗
の
別
れ
の
場
面
で
は
、
本
圀
寺
本
に
描
か
れ
、
鏡
忍
寺
本
に
は
描
か
れ
な
い
「
鎌
倉
」
の
由
比
ヶ
浜
の
鳥
居
を
描
い
て
い
る
。
制
作
者
は
、
安
国
論
寺
本
制
作
の
た
め
に
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
両
本
を
参
照
し
た
上
で
、
先
行
す
る
図
像
か
ら
鎌
倉
の
松
葉
谷
、
由
比
ヶ
浜
と
い
う
土
地
性
を
強
調
す
る
表
現
を
選
択
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 
   
三 
和
文
体
刊
本
の
成
立
に
つ
い
て 
  
本
章
で
は
、
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
の
挿
絵
の
成
立
に
、
先
行
す
る
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
す
な
わ
ち
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
が
ど
の
よ
う
に
影
響
し
た
の
か
を
考
察
す
る
（
１
４
）
。
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
は
、
刊
記
か
ら
寛
永
九
年
本
、
寛
文
十
一
年
本
、
天
和
三
年
本
の
諸
本
の
存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
和
文
体
刊
本
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
山
上
ゝ
泉
氏
に
よ
っ
て
漢
文
体
「
註
画
讃
」
と
同
様
日
澄
に
よ
っ
て
撰
述
さ
れ
た
と
い
う
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
が
（
１
５
）
、
冠
賢
一
氏
に
よ
っ
て
漢
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
を
も
と
に
和
文
化
し
、
要
約
し
た
も
の
で
あ
る
と
否
定
さ
れ
て
い
る
（
１
６
）
。
漢
文
体
刊
本
の
最
古
本
は
、
慶
長
六
年
（
一
六
〇
一
）
の
刊
記
を
有
す
る
た
め
、
和
文
体
刊
本
は
慶
長
六
年
以
降
、
寛
永
九
年
以
前
の
間
に
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
冠
氏
に
よ
っ
て
、
現
在
赤
木
文
庫
の
所
蔵
で
あ
る
無
刊
記
の
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」（
以
下
、
無
刊
記
本
）
が
、
寛
永
九
年
本
以
前
の
成
立
で
あ
り
、
寛
永
九
年
本
の
原
本
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
１
７
）
。
無
刊
記
本
と
寛
永
九
年
本
を
比
較
す
る
と
、
図
様
は
非
常
に
近
似
し
て
い
る
が
、
寛
永
九
年
本
の
ほ
う
が
細
部
の
彫
が
粗
略
に
な
り
、
ま
た
、
匡
郭
内
の
寸
法
も
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
、
先
行
す
る
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
か
ら
の
影
響
を
よ
り
強
く
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
無
刊
記
本
を
用
い
て
検
討
を
行
う
。 
 
本
章
で
考
察
の
対
象
と
す
る
無
刊
記
本
は
二
冊
で
あ
る
が
、
そ
の
中
身
は
、
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
の
よ
う
に
巻
が
五
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
全
三
十
二
段
の
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
無
刊
記
本
の
本
文
に
も
、
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
と
同
様
に
標
題
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
標
題
は
、
慶
長
十
三
年
（
一
六
〇
八
）
以
降
に
出
版
さ
れ
た
漢
文
体
刊
本
「
註
画
讃
（
１
８
）
」
の
標
題
と
一
致
す
る
。
ま
た
、
漢
文
体
刊
本
の
現
存
最
古
本
で
あ
る
慶
長
六
年
本
の
標
題
は
、
慶
長
五
年
以
前
成
立
の
鏡
忍
寺
本
の
標
題
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
鏡
忍
寺
本
→
慶
長
六
年
本
→
慶
長
十
三
年
本
→
無
刊
記
本
と
い
う
影
響
が
想
定
で
き
る
。そ
こ
で
、ま
ず
、
無
刊
記
本
の
挿
絵
と
鏡
忍
寺
本
の
図
像
の
比
較
を
行
う
。日
蓮
の
出
家
の
場
面
を
描
い
た
、
鏡
忍
寺
本
「
第
二 
登
山
出
家
」【
図
７
】
お
よ
び
無
刊
記
本
「
登
山
出
家
第
二
」【
図
８
】
の
場
面
を
見
て
い
こ
う
。
両
本
の
図
像
は
、
以
下
の
三
場
面
か
ら
成
る
。 
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①
日
蓮
、
清
澄
山
を
目
指
す
。 
 
 
②
日
蓮
、
剃
髪
す
る
。 
 
 
③
日
蓮
、
虚
空
蔵
菩
薩
か
ら
智
慧
の
宝
珠
を
授
か
る
。 
場
面
展
開
が
一
致
す
る
の
に
加
え
、
①
の
場
面
を
比
較
す
る
と
、
日
蓮
と
道
善
房
が
馬
に
乗
っ
て
い
る
点
や
二
人
の
ポ
ー
ズ
な
ど
、
多
く
の
点
に
お
い
て
共
通
し
て
お
り
、
無
刊
記
本
の
挿
絵
は
、
鏡
忍
寺
本
を
参
照
し
て
制
作
さ
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
細
か
な
点
に
お
い
て
相
違
が
見
ら
れ
る
部
分
も
あ
る
。
①
の
場
面
に
お
い
て
、
無
刊
記
本
に
は
、
鏡
忍
寺
本
に
は
描
か
れ
な
い
扇
を
持
つ
男
性
や
薙
刀
を
持
つ
男
性
が
描
か
れ
る
。
ま
た
、
③
の
場
面
に
お
い
て
は
、
日
蓮
が
机
に
よ
り
か
か
り
眠
っ
て
い
る
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
日
蓮
の
姿
が
鏡
忍
寺
本
で
は
俗
体
な
の
に
対
し
、
無
刊
記
本
で
は
僧
体
で
あ
る
点
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
鏡
忍
寺
本
と
相
違
す
る
表
現
は
、
本
圀
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
圀
寺
本
「
第
二 
登
山
出
家
」【
図
９
】
①
の
場
面
に
は
、
日
蓮
の
背
後
に
扇
を
持
っ
た
男
性
、道
善
房
の
背
後
に
薙
刀
を
持
っ
た
男
性
が
描
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
圀
寺
本
③
の
場
面
の
日
蓮
は
僧
体
で
あ
る
。
無
刊
記
本
「
登
山
出
家
第
二
」
の
挿
絵
は
、
鏡
忍
寺
本
の
画
面
構
成
を
ベ
ー
ス
に
し
な
が
ら
、
本
圀
寺
本
の
表
現
も
細
部
に
取
り
入
れ
て
い
る
と
言
え
る
。 
 
他
の
場
面
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
無
刊
記
本
「
印
性
坊
第
二
十
二
」【
図
１０
】
と
、
鏡
忍
寺
本
「
第
二
十
二 
印
性
房
」
を
比
較
す
る
と
、
画
面
に
登
場
す
る
人
物
の
数
が
五
人
で
あ
る
点
が
共
通
し
、
さ
ら
に
日
蓮
の
弟
子
伯
耆
公
と
佐
渡
公
の
ポ
ー
ズ
が
両
本
に
お
い
て
近
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
印
性
房
と
日
蓮
の
弟
子
の
問
答
を
傍
聴
し
て
い
る
二
人
の
男
性
が
、
鏡
忍
寺
本
で
は
僧
体
で
あ
る
が
、
無
刊
記
本
で
は
俗
体
の
帯
刀
し
た
人
物
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
変
更
は
、
本
圀
寺
本
「
第
二
十
三 
印
性
談
義
幷
尼
問
」
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
圀
寺
本
に
は
、
地
面
に
座
り
問
答
の
様
子
を
見
て
い
る
帯
刀
し
た
男
性
が
二
人
描
か
れ
る
。
彼
ら
二
人
と
印
性
房
、
日
蓮
の
弟
子
の
配
置
は
、
無
刊
記
本
に
描
か
れ
た
五
人
の
人
物
の
配
置
と
非
常
に
近
似
し
て
い
る
。
本
場
面
に
お
い
て
も
、
無
刊
記
本
は
、
鏡
忍
寺
本
の
画
面
構
成
を
ベ
ー
ス
に
、
本
圀
寺
本
の
表
現
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。 
 
ま
た
、
鏡
忍
寺
本
お
よ
び
本
圀
寺
本
に
は
見
ら
れ
な
い
、
無
刊
記
本
独
自
の
表
現
も
あ
る
。
無
刊
記
本
「
学
問
第
三
（
１
９
）
」
は
、
日
蓮
が
諸
宗
を
遊
学
す
る
と
い
う
内
容
だ
が
、
浄
土
宗
の
師
大
阿
弥
陀
仏
が
、
臨
終
の
際
に
狂
乱
叫
喚
し
血
を
吐
い
て
死
ん
だ
こ
と
か
ら
そ
の
教
え
を
捨
て
た
と
い
う
場
面
と
、遊
学
し
た
寺
院
の
一
つ
で
あ
る
三
井
寺
を
描
い
て
い
る
。
し
か
し
鏡
忍
寺
本
「
第
三 
游
学
」
は
、
寺
院
で
日
蓮
が
学
問
す
る
様
子
を
描
く
が
、
そ
の
場
所
を
明
示
し
て
い
な
い
（
２
０
）
。
本
圀
寺
本
「
第
三 
諸
山
游
学
」
で
は
、
画
中
詞
に
「
叡
山
」と
あ
り
、日
蓮
が
比
叡
山
で
学
問
し
て
い
る
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。 
他
に
異
な
る
場
面
と
し
て
、
文
永
元
年
七
月
五
日
に
出
現
し
た
大
彗
星
に
つ
い
て
記
し
た
「
文
永
彗
星
第
九
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
無
刊
記
本
は
、
彗
星
と
そ
の
出
現
に
驚
く
市
井
の
人
々
を
描
い
て
い
る
が
、
鏡
忍
寺
本
「
第
九 
彗
星
」
で
は
、
彗
星
が
飛
び
去
る
様
子
の
み
を
描
く
。
ま
た
、
本
圀
寺
本
「
第
九 
彗
星
凶
瑞
」
で
は
、
詞
書
冒
頭
に
「
同
二
月
下
旬
被
赦
免
還
鎌
倉
亦
住
名
越
小
庵
」
と
、
日
蓮
が
赦
免
後
に
名
越
の
小
庵
に
居
住
し
た
こ
と
を
記
す
が
、
こ
の
文
は
鏡
忍
寺
本
に
は
無
い
。
本
圀
寺
本
は
、
画
面
前
半
に
名
越
の
小
庵
で
の
日
蓮
の
様
子
を
描
き
、
後
半
に
彗
星
が
飛
び
去
る
様
子
を
描
く
。 
さ
ら
に
、
小
松
原
法
難
の
内
容
を
記
す
無
刊
記
本
「
東
条
被
疵
死
難
第
十
一
」
で
は
、
日
蓮
が
東
条
景
信
よ
り
受
け
た
刀
傷
か
ら
流
れ
る
血
を
洗
い
な
が
ら
岩
高
山
の
洞
窟
で
休
ん
だ
と
い
う
伝
承
を
絵
画
化
し
て
い
る
。
こ
の
場
面
は
、
鏡
忍
寺
本
「
第
十
一 
東
条
」
－99－ 
 
に
も
、
本
圀
寺
本
「
第
十
一 
東
条
戦
難
」
に
も
描
か
れ
な
い
。 
 
以
上
の
検
討
か
ら
、
無
刊
記
本
の
挿
絵
は
、
鏡
忍
寺
本
の
画
面
構
成
に
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
本
圀
寺
本
か
ら
細
部
の
表
現
も
取
り
入
れ
、
さ
ら
に
独
自
の
図
像
も
加
え
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。ま
た
、無
刊
記
本
独
自
の
図
像
に
は
、「
註
画
讃
」
本
文
の
中
で
も
、
潤
色
的
要
素
が
強
い
部
分
や
、
巷
間
に
流
布
し
て
い
た
伝
承
を
採
用
し
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
看
取
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
一
因
と
し
て
、
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
の
構
想
時
に
、
読
者
と
し
て
、
僧
侶
の
み
な
ら
ず
在
家
信
徒
な
ど
も
想
定
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
２
１
）
。
平
易
か
つ
彼
ら
の
興
味
を
強
く
引
き
付
け
る
た
め
の
日
蓮
伝
記
と
し
て
和
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
を
制
作
す
る
目
的
が
あ
っ
た
た
め
に
、
前
述
の
よ
う
な
特
徴
が
表
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 
  
お
わ
り
に 
  
以
上
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
、
無
刊
記
本
（
和
文
体
刊
本
）
の
図
像
の
成
立
に
つ
い
て
、
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
か
ら
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け
て
い
る
の
か
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
鏡
忍
寺
本
は
本
圀
寺
本
を
、
安
国
論
寺
本
と
和
文
体
刊
本
は
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
両
本
を
参
照
し
な
が
ら
、
独
自
の
表
現
も
加
え
再
構
成
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。 
 
最
後
に
、
今
後
の
展
望
と
課
題
を
記
し
て
、
本
稿
を
閉
じ
る
。
本
稿
で
は
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
、
無
刊
記
本
（
和
文
体
刊
本
）
が
、
先
行
す
る
「
註
画
讃
」
の
図
像
を
参
照
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
制
作
者
が
、
如
何
な
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
諸
本
の
貸
借
あ
る
い
は
実
見
を
行
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
ま
で
考
察
が
及
ば
な
か
っ
た
。
ま
た
、
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
か
っ
た
諸
本
に
つ
い
て
も
考
察
し
、「
註
画
讃
」
全
体
の
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
そ
の
う
え
で
、
諸
本
が
ど
の
よ
う
な
意
図
の
も
と
制
作
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
も
考
察
し
、「
註
画
讃
」
と
い
う
媒
体
が
果
た
し
た
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。 
    
注 
（
１
）
池
上
本
門
寺
は
、
漢
文
体
の
絵
巻
物
「
註
画
讃
」
を
所
持
し
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
の
戦
災
で
焼
失
し
た
。
現
在
所
蔵
さ
れ
て
い
る
和
文
体
の
「
註
画
讃
」
は
、
兜
木
正
亨
氏
旧
蔵
の
も
の
で
、
平
成
八
年
に
本
門
寺
に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。 
（
２
）
冠
賢
一
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
『
近
世
文
学
資
料
類
従 
仮
名
草
子
編
』
一
五
、
勉
誠
社
、
一
九
七
三
） 
（
３
）
美
術
史
学
か
ら
の
和
文
体
刊
本
へ
の
言
及
は
、
田
中
一
松
氏
に
よ
る
以
下
の
指
摘
が
あ
る
。 
本
圀
寺
本
は
そ
の
讃
詞
が
漢
文
で
、
寛
永
十
三
年
の
刊
本
と
比
較
し
て
み
る
と
大
同
小
異
で
は
あ
る
が
、
各
巻
編
目
の
分
け
方
や
、
各
篇
の
内
容
乃
至
文
章
辞
句
に
相
異
の
点
が
相
当
に
見
ら
れ
、
更
に
寛
永
九
年
版
の
挿
絵
を
、
本
圀
寺
本
の
其
れ
に
比
べ
て
み
て
も
、
両
者
の
図
柄
に
は
共
通
の
点
が
あ
ま
り
多
く
認
め
ら
れ
ず
、
こ
の
点
で
も
本
圀
寺
本
が
寛
永
刊
本
の
直
接
の
土
台
と
－100－ 
 
な
っ
て
ゐ
な
い
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。 
田
中
一
松
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」（
田
中
一
松
絵
画
史
論
集
刊
行
会
『
田
中
一
松
絵
画
史
論
集
』
中
央
公
論
美
術
社
、
一
九
八
五
） 
初
出
『
続
日
本
絵
巻
物
集
成
』
七
、
雄
山
閣
、
一
九
四
五 
（
４
）
和
文
体
刊
本
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
本
稿
第
三
章
を
参
照
。 
（
５
）
窪
田
統
泰
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
以
下
の
論
考
を
参
照
。 
 
 
 
相
澤
正
彦
「
窪
田
統
泰
と
桂
林
寺
涅
槃
図 
（『
美
学
美
術
史
論
集
』
二
〇
、
二
〇
一
三
） 
坂
輪
宣
敬
「「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
の
絵
師
窪
田
統
泰
に
つ
い
て
」（『
大
崎
学
報
』
一
二
八
、
一
九
七
六
） 
松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
伝 
―
戦
国
期
を
生
き
た
画
師
兼
手
猿
楽
者
の
軌
跡
（『
国
語
と
国
文
学
』
五
八
、
一
九
八
一
） 
松
岡
心
平
「
若
狭
と
窪
田
統
泰
」（
小
浜
市
史
編
纂
室
編
『
小
浜
市
史
紀
要
』
五
、
一
九
八
一
） 
松
岡
心
平
「
窪
田
統
泰
と
長
源
寺
」（
平
原
智
光
、
大
森
宏
編
『
長
源
寺
史
』、
一
九
八
三
） 
若
杉
準
治
「「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
と
窪
田
統
泰
」（
小
松
茂
美
編
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
』
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
） 
（
６
）
藤
田
紗
樹
「
鏡
忍
寺
本
「
日
蓮
聖
人
註
画
讃
」
詞
書
小
考
」（『
千
葉
大
学
人
文
社
会
科
学
研
究
科
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
』
二
七
九
、
二
〇
一
三
） 
（
７
）
中
尾
堯
、
望
月
真
澄
編
『
日
蓮
聖
人
と
法
華
の
至
宝
』
七
、
同
朋
舎
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二
〇
一
四 
（
８
）
本
稿
で
論
じ
る
本
圀
寺
本
の
影
響
と
は
、
本
圀
寺
本
を
直
接
参
照
し
た
こ
と
の
み
を
示
す
の
で
は
な
く
、
本
圀
寺
本
と
そ
の
模
本
で
あ
る
長
遠
寺
本
や
、
存
在
し
て
い
た
の
な
ら
ば
そ
れ
ら
の
中
書
な
ど
も
含
め
た
も
の
を
指
す
こ
と
と
す
る
。 
（
９
）
寺
尾
英
智
氏
は
、
鏡
忍
寺
十
三
世
日
領
（
一
五
七
二
―
一
六
四
八
）
が
、
鏡
忍
寺
本
に
つ
い
て
「
狩
野
直
筆
」
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
『
特
別
展 
鎌
倉
の
日
蓮
聖
人 
中
世
人
の
信
仰
世
界
』（
図
録
）、
二
〇
〇
九
） 
（
10
）
三
浦
勝
男
編
『
鎌
倉
国
宝
館
図
録 
第
二
六
集 
鎌
倉
の
絵
巻
２
』、
鎌
倉
国
宝
館
／
鎌
倉
市
教
育
委
員
会
、
一
九
八
四 
（
11
）『
鎌
倉
国
宝
館
図
録 
第
二
六
集 
鎌
倉
の
絵
巻
２
』
の
安
国
論
寺
本
の
解
説
で
は
、「
詞
は
通
行
の
五
巻
本
註
画
讃
か
ら
該
当
部
分
を
抜
い
た
も
の
で
、
と
り
た
て
た
特
色
は
み
と
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
表
で
一
覧
し
た
よ
う
に
か
な
り
の
差
異
が
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
以
外
に
も
、
流
布
し
て
い
た
「
註
画
讃
」
を
参
照
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
安
国
論
寺
本
成
立
以
前
の
「
註
画
讃
」
で
現
存
し
て
い
る
も
の
は
、
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
に
加
え
、
鏡
忍
寺
本
と
ほ
ぼ
同
じ
本
文
を
有
す
る
慶
長
六
年
版
と
慶
長
十
三
年
版
の
漢
文
体
刊
本
の
み
で
あ
り
、
立
証
が
困
難
で
あ
る
。 
（
12
）
安
国
論
寺
本
の
奥
書
に
は
、
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。 
 
 
 
 
 
奉
註
画
高
祖
聖
人
御
縁
起
抜
萃
一
巻 
相
州
鎌
倉
名
越
松
葉
谷
岩
屋 
 
 
 
 
 
於
妙
法
山
安
国
寺
者
元
祖
大
聖
歴
年
間
昼
夜
説
法
弘
法
霊
地
一
論
上
奏 
 
 
 
 
 
数
々
見
擯
出
刀
杖
及
瓦
石
而
打
擲
之
法
難
所
也 
於
此
地
上
足
六
人
自
余
諸 
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弟
皆
得
度
諸
檀
那
悉
受
法
日
域
仏
法
之
濫
觴
唯
斯
地
也 
当
知
是 
 
 
 
 
 
□
□
是
道
場
（
後
欠
） 
こ
の
奥
書
か
ら
も
、
安
国
論
寺
の
所
在
す
る
鎌
倉
に
お
け
る
日
蓮
の
事
績
を
ま
と
め
る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。 
（
13
）
中
尾
堯
氏
は
、「『
立
正
安
国
論
』
執
筆
の
場
で
あ
る
「
窟
」
の
あ
る
安
国
論
寺
は
当
時
は
安
国
寺
と
称
し
て
い
た
。
そ
の
由
緒
を
め
ぐ
る
争
い
は
頻
発
し
て
い
て
、
こ
の
絵
巻
の
制
作
意
図
も
安
国
寺
の
縁
起
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
お
り
示
唆
に
富
む
。（
註
（
７
）
前
掲
著
） 
（
14
）
安
国
論
寺
本
の
成
立
時
期
と
、
和
文
体
刊
本
の
初
版
が
出
版
さ
れ
た
時
期
が
明
確
で
な
く
、
両
本
の
成
立
時
期
の
前
後
関
係
が
明
ら
か
で
な
い
の
に
加
え
、
安
国
論
寺
本
は
全
四
段
の
み
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安
国
論
寺
本
か
ら
の
影
響
は
考
慮
し
な
い
も
の
と
す
る
。 
（
15
）
山
上
ゝ
泉
『
日
蓮
聖
人
絵
詞
伝
の
研
究 
画
主
文
従
の
代
表
的
仮
名
御
伝
記
に
就
い
て
の
考
察
』
か
ぐ
の
み
社
、
一
九
三
二
） 
（
16
）
冠
賢
一
「『
日
蓮
聖
人
註
画
讃
』
の
一
考
察
」（
野
村
耀
昌
『
法
華
経
信
仰
の
諸
形
態
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
七
六
） 
（
17
）
註
（
２
）
前
掲
著 
（
18
）
漢
文
体
刊
本
「
註
画
讃
」
は
、
慶
長
六
年
本
、
慶
長
十
三
年
本
、
寛
永
二
年
本
、
寛
永
十
三
年
本
、
享
保
二
十
一
年
本
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。 
（
19
）
目
録
で
は
、「
遊
学
第
三
」
と
な
っ
て
い
る
。 
（
20
）
鏡
忍
寺
本
「
第
三 
游
学
」
の
場
面
に
は
、
後
補
と
思
わ
れ
る
貼
札
が
あ
る
が
、
「
諸
宗
が
く
も
ん
め
ぐ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
こ
ち
ら
で
も
図
像
に
描
か
れ
た
寺
院
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
鏡
忍
寺
本
は
、
あ
え
て
場
所
を
明
示
し
な
い
こ
と
で
、
諸
宗
す
べ
て
の
寺
院
を
想
起
さ
せ
る
表
現
を
選
択
し
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。 
（
21
）
冠
賢
一
氏
は
、
近
世
に
入
り
刊
本
「
註
画
讃
」
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。 
読
者
の
興
味
を
引
く
よ
う
な
潤
色
的
記
述
を
も
っ
て
、
宗
教
的
奇
蹟
と
伝
記 
事
実
の
結
合
に
よ
り
超
越
者
日
蓮
の
姿
を
描
写
し
た『
註
画
讃
』は
、
日
蓮
遺
文
の
自
伝
的
部
分
の
抽
出
に
よ
る
学
究
的
立
場
の
伝
記
本
で
あ
る
『
元
祖
化
導
記
』
お
よ
び
年
譜
形
式
の
『
元
祖
蓮
公
薩
埵
略
伝
』
等
、
同
じ
中
世
に
成
立
し
た
諸
伝
記
本
と
比
較
し
て
、
近
世
に
受
け
容
れ
ら
れ
る
要
素
を
多
分
に
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
読
者
は
単
に
諸
檀
林
に
学
ぶ
学
徒
を
含
め
た
僧
侶
の
み
な
ら
ず
、
一
般
在
家
信
徒
に
ま
で
亘
っ
て
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
。 
さ
ら
に
氏
は
、
寛
文
三
年
（
一
六
六
三
）
に
没
し
た
慈
光
院
日
航
が
、
信
者
に
、
刊
行
し
た
『
示
教
大
綱
抄
』
が
か
な
が
き
物
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
進
呈
し
て
い
る
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
。（
冠
賢
一『
近
世
日
蓮
宗
出
版
史
研
究
』平
楽
寺
書
店
、
一
九
八
三
） 
     
－102－ 
 
〔
図
版
出
典
〕 
【
図
１
】、【
図
５
】、【
図
９
】
小
松
茂
美
編
『
続
々
日
本
絵
巻
大
成
』
二
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三 
【
図
２
】、【
図
３
】、【
図
６
】、【
図
７
】『
鏡
忍
寺
本 
日
蓮
聖
人
註
画
讃 
小
松
原
山
鏡
忍
寺
御
宝
蔵
』
日
蓮
宗
新
聞
社
、
二
〇
一
三 
【
図
４
】
新
倉
日
立
監
修
『
安
国
論
寺
資
料
輯
』
安
国
論
寺
、
一
九
九
九 
【
図
８
】、【
図
10
】
近
世
文
学
書
誌
研
究
会
『
近
世
文
学
資
料
類
従 
仮
名
草
子
編
』
一
五
、
勉
誠
社
、
一
九
七
三 
【
表
１
】、【
表
２
】
筆
者
作
成 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
博
士
前
期
課
程
） 
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【表１】 標題比較表 
巻 段 標題 巻 段 標題 巻 段 標題 巻 段 標題 目録
序 序 序 日蓮聖人註画讃序 序 日蓮聖人註画讃序 序 日蓮大聖人註画讃序
1 誕生 1 誕生 1 誕生 1 御誕生 誕生
2 登山出家 2 登山出家 2 登山出家 2 登山出家 登山出家
3 諸山游学 3 游学 3 游学 3 学問 遊学
4 立宗 4 立宗 4 立宗 4 宗旨建立 建立宗旨
5 進安国論 5 安国論 5 安国論 5 安国論 造安国論
6 松葉谷夜討 6 夜討 6 夜討 6 諸宗夜討 諸宗夜討
7 伊東庄流罪 7 伊東 7 伊東 7 伊東左遷 伊東左遷
8 立像釈迦感得 8 立像 8 立像 8 立像釈迦 立像釈迦
9 彗星凶瑞 9 彗星 9 彗星 9 文永彗星 文永彗星
10 帰国母師対談 10 母活 10 母活 10 慈母蘇活 慈母蘇活
11 東條戦難 11 東条 11 東条 11 東条被疵死難 東条被疵難
12 帰倉弘道 12 蒙古状 12 蒙古状 12 蒙古状 蒙古牒状
13 蒙古国牒状来 13 十一通状 13 十一通状 13 十一通状 十一通回状
14 忍性祈雨 14 祈雨 14 祈雨 14 雨祈勝負 祈雨勝負
15 行敏訴状 15 行敏状 15 行敏状 15 行敏の状 行敏状
16 搦捕聖人 16 龍口 16 龍口 16 龍口頸座御難 龍口頸座難
17 龍口頸座 17 依智 17 依智 17 赴依智 赴依智
18 依智星下 18 楼中状 18 楼中状 18 篭中遣状 楼中遣状
19 楼中遣状 19 佐渡 19 佐渡 19 佐渡流刑 佐渡流刑
20 佐渡配流 20 問答 20 問答 20 諸宗問答 諸宗問答
21 諸宗問答并撰開目抄 21 重連追来 21 重連追来 21 重連進来 重連追来
22 重連追来 22 印性房 22 印性房 22 印性坊 印性房
23 印性談義并尼問 23 尼問 23 尼問 23 尼問答 尼問
24 初図本尊并前司状 24 前司状 24 前司状 24 前司状 前司状
25 赦免帰国 25 赦免 25 赦免 25 赦免状 赦免状
26 頼綱重謁 26 重謁頼綱 26 重謁頼綱 26 重謁頼綱 重謁頼綱
27 隠居身延山 27 身延山 27 身延山 27 身延山入 入身延山
28 蒙古責来 28 蒙古来 28 蒙古来 28 蒙古来 蒙古来
29 龍象問答 29 龍象房〈付蒙古来〉 29 龍象房〈付蒙古来〉 29 龍象房 龍象房
30 聖人入滅 30 入滅 30 入滅 30 示寂 示寂
31 収取遺骨 31 収骨 31 収骨 31 収取遺骨 収取遺骨
32 御書目録 32 目録 32 目録 32 御書目録 御書目録
無刊記本・寛永九年本（和文）
3
4
慶長六年本（漢文）
1
2
1
2
3 3
4
4
備
考
標題と目録の表記が異なる箇所が
ある。標題と目録は慶長十三年本
（漢文体刊本）とすべて一致。
備
考
備
考
慶長六年本（漢文体
刊本）とすべての構
成が一致。
備
考
鏡忍寺本とすべての
構成が一致。
5 5 5 5
2
3
4
本圀寺本 鏡忍寺本
1
1
2
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【
表
２
】
詞
書
比
較
表 
・
本
圀
寺
本
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
の
詞
書
の
う
ち
、
相
違
の
見
ら
れ
る
部
分
を
抽
出
し
た
。 
・
本
圀
寺
本
と
安
国
論
寺
本
で
共
通
し
て
い
る
表
現
に
は
傍
線
、
鏡
忍
寺
本
と
安
国
論
寺
本
で
共
通
し
て
い
る
表
現
に
は
二
重
傍
線
を
引
い
て
い
る
。
安
国
論
寺
本
独
自
の
表
現
に
は
、
傍
線
を
引
い
て
い
な
い
。 備
考 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
相
模
守
為
執
権
此
論
見
于
時
頼
人
仰
風
土
欲
治
国
安
民
可
失
禅
宗
念
仏
者
等
左
近
将
監
相
模
守
平
時
頼
号
西
明
寺
入
道
道
崇
七
月
十
六
日
辰
剋
至
于
駿
州
入
于
経
蔵
至
七
八
月
弥
興
天
反
地
夭
雖
改
文
応
元
年
雖
改
正
元
元
年
三
月
廿
三
日
八
月
廿
三
日
戌
亥
剋
宗
義
建
立
標
題
「
第
五
　
進
安
国
論
」
本
圀
寺
本
此
者
時
頼
為
執
権
矣
此
論
見
相
模
守
人
貴
土
風
之
上
可
諌
欲
治
国
安
民
失
禅
宗
念
仏
者
元
師
平
時
頼
七
月
十
六
日
辰
刻
重
而
到
駿
州
入
大
蔵
至
八
月
弥
興
天
変
地
夭
雖
改
文
応
雖
改
正
元
三
月
二
十
三
日
八
月
二
十
三
日
戌
亥
刻
爰
自
宗
義
建
立
標
題
「
第
五
　
安
国
論
」
鏡
忍
寺
本
此
時
者
時
頼
執
権
此
論
見
于
相
模
守
人
貴
土
風
欲
治
国
安
民
失
禅
宗
念
仏
者
可
諌
元
師
平
時
頼
七
月
十
六
日
辰
剋
至
于
駿
州
入
于
経
蔵
至
七
八
月
弥
興
天
反
地
夭
雖
改
文
応
元
年
雖
改
正
元
元
年
三
月
廿
三
日
八
月
廿
三
日
戌
亥
剋
宗
義
建
立
標
題
「
安
国
論
」
安
国
論
寺
本
本
圀
寺
本
と
鏡
忍
寺
本
は
、
内
容
は
同
様
で
あ
る
が
記
述
の
順
序
が
大
き
く
異
な
る
。
安
国
論
寺
本
の
全
体
の
構
成
は
本
圀
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
。
『
立
正
安
国
論
』
の
進
上
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備
考 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
長
時
文
永
元
年
甲
子
八
月
廿
一
日
卒
左
近
将
監
相
模
守
時
頼
号
最
明
光
寺
法
号
道
崇
弘
長
三
年
癸
亥
十
一
月
廿
三
日
三
十
七
歳
卒
重
時
号
極
楽
寺
法
号
観
覚
元
祖
流
罪
年
十
一
月
廿
三
日
卒
此
時
者
時
頼
子
時
宗
所
以
少
年
代
彼
武
州
刺
史
平
長
時
扶
権
歟
長
時
者
陸
奥
守
重
時
子
也
知
父
重
時
心
長
時
令
遠
流
遷
江
南
浜
雖
知
法
思
国
志
已
経
上
奏
見
形
而
怨
聞
名
而
悪
当
国
緇
白
尊
卑
令
止
住
小
庵
也
伊
東
八
郎
左
衛
門
尉
朝
高
当
船
守
士
女
供
養
元
祖
大
法
師
懃
奉
事
及
洗
足
捧
手
終
分
袂
独
乗
船
伊
東
近
所
着
河
名
津
既
汎
舟
時
師
弟
一
処
配
流
不
可
然
下
知
故
日
朗
留
鎌
倉
由
井
浜
大
楼
辺 日
朗
一
人
随
従
諸
弟
子
当
時
不
相
伴
四
十
歳
弘
長
元
年
標
題
「
第
七
　
伊
東
庄
流
罪
」
本
圀
寺
本
長
時
文
永
元
年
甲
子
八
月
二
十
一
日
卒
重
時
号
極
楽
寺
法
号
観
覚
弘
長
元
年
十
一
月
二
十
三
日
卒
陸
奥
守
平
重
時
存
可
遠
流
之
由
故
其
子
武
州
刺
史
平
長
時
知
父
重
時
心
所
配
流
也
遷
江
南
浜
矣
雖
知
法
思
国
夫
経
上
奏
見
形
弥
怨
聞
名
猶
悪
爾
時
当
国
隣
国
緇
素
貴
賎
令
止
住
小
庵
伊
東
八
良
左
衛
門
尉
朝
高
当
船
守
士
女
供
養
於
法
師
慰
懃
奉
事
及
洗
足
手
互
愁
涙
千
行
終
分
袂
自
由
井
浜
独
乗
船
着
河
名
津
寂
照
説
話
既
汎
舟
之
時
不
可
師
弟
一
所
配
流
依
之
日
朗
者
留
于
由
井
浜
大
楼
辺
証
空
説
話
唯
日
朗
一
人
随
従
諸
余
弟
子
皆
不
相
伴
四
十
歳
以
弘
長
元
年
標
題
「
第
七
　
伊
東
」
鏡
忍
寺
本
長
時
文
永
元
年
甲
子
八
月
廿
一
日
卒
重
時
号
極
楽
寺
法
号
観
覚
弘
長
元
年
十
一
月
廿
三
日
卒
此
時
者
時
頼
子
時
宗
所
以
少
年
代
彼
武
州
刺
史
平
長
時
扶
権
歟
長
時
者
陸
奥
守
重
時
子
也
知
父
重
時
心
長
時
令
遠
流
遷
江
南
浜
雖
知
法
思
国
志
已
経
上
奏
見
形
而
怨
聞
名
而
悪
当
国
緇
素
尊
卑
令
止
住
小
庵
伊
東
八
郎
左
衛
門
尉
朝
高
当
船
守
弥
三
郎
供
養
元
祖
大
法
師
懃
奉
事
及
捧
洗
足
手
終
分
袂
独
乗
船
伊
東
近
所
着
河
名
津
既
汎
舟
時
師
弟
一
処
配
流
不
可
然
下
知
故
日
朗
留
鎌
倉
由
井
浜
大
楼
辺 日
朗
一
人
随
従
諸
弟
子
当
時
不
相
伴
四
十
歳
而
弘
長
元
年
標
題
「
伊
東
」
安
国
論
寺
本
鏡
忍
寺
本
に
は
、
本
圀
寺
本
と
安
国
論
寺
本
に
は
な
い
5
証
空
説
話
と
8
寂
照
説
話
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
安
国
論
寺
本
の
全
体
の
構
成
は
、
本
圀
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
。
伊
豆
法
難
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粤
重
連
郎
徒
或
云
八
幡
菩
薩
所
変
見
即
時
雲
霧
立
為
昏
闇
松
二
本
向
南
方
合
掌
思
念
然
頼
基
者
聖
人
刎
頭
即
座
定
自
殺
汝
憂
色
違
約
束
是
我
喜
軯
諊
合
見
之
頼
基
悲
慟
対
彼
有
法
談
繁
故
略
之
熊
王
童
子
遣
由
井
浜
檀
那
可
遂
霊
山
之
誓
言
繁
故
取
要
高
声
曰
如
朝
敵
人
同
日
申
剋
終
出
鎌
倉
俗
四
人
日
朗
者
与
師
雖
望
為
同
罪
毀
室
像
経
踏
入
糞
泥
多
可
被
生
取
曳
帳
身
躰
出
戸
外
而
向
南
立
時
可
沙
易
金
石
賢
玉
焉
邪
法
邪
教
『
一
作
日
御
書
』
の
引
用
粗
得
普
合
頼
綱
状
略
云
第
十
六
　
搦
捕
聖
人
第
十
七
　
龍
口
頚
座
本
圀
寺
本
粤
重
連
郎
等
或
云
八
幡
菩
薩
所
変
也
捨
身
飼
虎
見
即
時
雲
霧
出
為
昏
闇
有
松
二
本
向
南
方
合
掌
思
惟
言
然
則
頼
基
者
聖
人
刎
頭
即
座
可
自
殺
申
定
何
汝
憂
是
吾
喜
軯
諊
于
時
見
之
頼
基
悲
慟
四
条
頼
基
兄
弟
と
の
対
談
熊
王
童
子
遣
由
井
浜
止
馬
可
遂
霊
山
之
誓
言
矣
向
鶴
岡
高
声
告
曰
如
朝
敵
人
然
後
申
剋
終
出
鎌
倉
僧
四
人
俗
四
人
日
朗
者
雖
望
為
与
師
同
罪
毀
室
像
経
踏
入
糞
泥
多
可
被
為
生
取
曳
張
身
躰
出
草
庵
而
向
南
立
時
可
砂
易
金
石
賢
玉
焉
邪
法
邪
教
『
一
作
日
御
書
』
を
大
幅
に
省
略
し
て
引
用
粗
得
符
合
頼
綱
状
云
第
十
六
　
龍
口
鏡
忍
寺
本
粤
重
連
郎
等
或
云
八
幡
菩
薩
所
変
見
即
時
雲
霧
出
為
昏
闇
松
二
本
向
南
方
合
掌
思
念
然
頼
基
者
聖
人
刎
頭
即
座
定
自
殺
汝
憂
色
違
約
束
是
我
喜
軯
諊
合
見
之
頼
基
悲
慟
対
彼
有
法
談
繁
故
略
之
童
子
熊
王
遣
由
井
浜
檀
那
可
遂
霊
山
之
誓
言
繁
故
取
要
高
声
曰
如
朝
敵
然
後
申
剋
終
出
鎌
倉
俗
四
人
日
朗
者
与
師
雖
望
為
同
罪
毀
室
蔵
経
踏
入
糞
泥
多
可
被
生
取
曳
帳
身
躰
出
戸
外
而
向
南
立
時
可
沙
易
金
石
賢
玉
焉
邪
法
邪
師
『
一
作
日
御
書
』
を
大
幅
に
省
略
し
て
引
用
粗
得
符
合
頼
綱
状
略
云
龍
口
安
国
論
寺
本
龍
口
法
難
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龍
口
刑
場
の
由
来
刀
杖
不
加
等
之
文
不
可
思
議
前
代
未
聞
霊
応
未
被
捨
於
日
蓮
金
洗
沢
辺
時
宗
驚
日
蓮
法
師
可
宥
死
罪
使
々
空
中
有
声
曰
其
刀
三
折
落
越
智
三
郎
左
衛
門
龍
口
刑
場
の
由
来
刀
杖
不
加
等
妙
之
文
不
思
議
未
聞
見
霊
応
未
被
捨
日
蓮
於
金
洗
沢
浜
相
模
守
大
驚
日
蓮
法
師
宥
戮
遣
使
空
中
有
声
告
曰
其
刀
折
落
越
智
三
良
左
衛
門
刀
杖
不
加
等
之
文
不
可
思
議
前
代
未
聞
霊
応
未
被
捨
於
日
蓮
金
洗
沢
辺
時
宗
驚
日
蓮
法
師
可
宥
死
罪
使
々
空
中
有
声
曰
其
刀
三
折
落
越
智
三
郎
左
衛
門
本
圀
寺
本
で
は
、
龍
口
法
難
の
内
容
を
「
第
十
六
　
搦
捕
聖
人
」
と
「
第
十
七
　
龍
口
頚
座
」
の
二
段
に
分
け
て
い
る
が
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
で
は
一
段
に
ま
と
め
て
い
る
。
本
圀
寺
本
は
、
3
『
一
昨
日
御
書
』
か
ら
引
用
し
た
内
容
を
詳
述
す
る
が
、
鏡
忍
寺
本
、
安
国
論
寺
本
で
は
大
幅
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。
安
国
論
寺
本
の
全
体
の
構
成
は
鏡
忍
寺
本
を
参
照
し
て
い
る
が
、
2
6
捨
身
飼
虎
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
2
8
龍
口
刑
場
の
由
来
が
省
略
さ
れ
る
な
ど
の
相
違
も
あ
る
。
